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Ⅰ．一 般 概 要 

 

 

財団法人札幌市青少年女性活動協会は、その設立趣意書の中で、グループ活動を通じ

た事業活動を展開し、「先人に負けない開拓精神を持って、郷土札幌市の発展に寄与する」

とともに「人情あふれる地域社会の確立に寄与する」ことで青少年の健全育成と青少年

女性の社会参加の促進を図るため、幅広い世代を対象に様々な事業を行っている。 
 
2011 年は、東日本大震災の発生で日本全体が大きな影響を受けたことにより、その現

状を受け止め、復興・再生に向けて今自分にできることは何かを考え実行する年となっ

た。財団法人札幌市青少年女性活動協会では、その設立趣意に立ち返り、私たちにしか

出来ない何かで貢献しようと、福島の子どもたちを招いたキャンプ事業や、東北地方の

児童関連施設への職員派遣、人形劇公演等、これまでの約 30 年間で蓄積してきたノウハ

ウや協働してきた企業・個人との繋がりを最大限に生かして、微力ながらも社会に貢献

できたと考えている。 
また、平成 23 年度は、新たな事業として「市民活動プラザ星園」を拠点に、まちづく

り活動団体支援や、地域協働事業の開始とあわせて市民活動基金を設置したほか、平成

20 年度に創設した「こども基金（スマイルキッズ）」では、これまでの法人や個人からの

支援に加えて、児童会館に隣接する地域の町内会から多くの寄付を頂き、私たちが地域

に支えられて事業を実施していることを改めて実感した 1 年でもあった。 
 

 現在、新公益法人制度により特例民法法人となっている当協会は、平成 24 年度には 
これまでの取り組みを基に、公益財団法人への移行申請を予定している。当協会にとっ 
て大きな転換期を迎えることとなるが、社会一般に広く認知される事業活動と、その活 
動を高く評価して頂くための取り組みこそが、認定への唯一の近道であると信じて事業 
活動に邁進し、より良い地域社会づくりに貢献すべく、これまで以上に職員一丸となっ 
て取り組んでいく。 
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Ⅱ．事 業 報 告  

 

1．事業実施状 

 

 2．施設管理運営 
(1)自主事業    2 施設 

    ・滝野自然学園 

・市民活動プラザ星園 

(2)指定管理   115 施設 

    ・若者支援施設   5 施設 

    ・児童会館    104 施設 

    ・青少年山の家   1 施設 

    ・定山渓自然の村  1 施設 

    ・北方自然教育園  1 施設 

    ・札幌エルプラザ公共 4施設 1 施設 

    ・こども劇場    2 施設 

  (3)受  託    70 施設 

     ・ミニ児童会館（70 施設） 

 
3．各課（各施設）事業実施報告 
  参加人数及び利用人数等の具体的な状況 

 

 

 

平成 23 年度 事業基本方針 

1 グループワーク等を通じて、青少年の健全育成と男女共同参画社会の実現に寄与する。

2 
様々なニーズに対応した効果的な事業を展開し、専門性を生かした先駆的な事業に 

積極的に取り組む。 

3 市民、地域、企業、関係機関とのネットワークをより強化し、協働を推進する。 

4 自主事業の拡大を図り、自主財源の確保により経営の自立性を高める。 

―２― 



 
 

 
 

              

      （寄附行為第 25条第 1～5・7号に基づく事業） 

                                         （延べ） 

事業区分 事業名 回数・時期・参加人数等

イベント企画 

運営事業 

水道展 2011（財団法人札幌市水道サービス協会） 

 札幌市水道記念館におけるイベント運営 

6 月 25・26 日（1回） 

約 13,000 名 

発見おもしろ教室 

遊びコーナーの運営 

6 月 26 日 

約 2,300 名 

さっぽろっこ環境フェスティバル 

 遊びコーナーの運営 

6 月 26 日 

約 700 名 

21 世紀東アジア青少年大交流事業 

 インドネシアの青少年に対する日本文化体験プ 

ログラムの提供 

6 月 30 日～7月 4日 

30 名 

札幌花き市場まつり 

 花き卸売市場における遊びコーナーの運営 

7 月 23 日 

約 2,300 名 

交通資料館まつり体験コーナー運営業務 

（財団法人札幌市交通事業振興公社） 

 交通資料館におけるキッズコーナーの運営 

7 月 23 日 

約 2,000 名 

JTB まるごと北海道事業 

 円山動物園における夜間散策プログラムの提供 

7 月 26 日他（全 7回） 

132 名 

姉妹都市少年交流事業 

 三姉妹都市少年交流を目的にキャンプ等を展開 

7 月 30 日～8月 2日 

57 名 

地下鉄開業 40周年記念イベント 

（巨大迷路歴史展クイズラリー） 

 円山動物園における巨大迷路の運営 

8 月 1 日～8 月 7日 

約 10,000 名 

西区サマーカーニバル 

 西区公園にて水遊びコーナーの運営 

8 月 2・3 日 

約 500 名 

洞爺湖夏の冒険王（日清食品） 

 洞爺湖を会場にキャンプを展開 

8 月 3・4 日 

50 名 

札幌市水道局電気自動車スタートセレモニー 

 札幌市水道記念館における記念式典 

9 月 2 日 

約 100 名 

さっぽろパフォーマンスカーニバル 

「だい・どん・でん」 

 四番街歩行者天国における大道芸イベント運営 

9 月 2 日～9 月 4日 

約 50,000 名 

快適エコ電化フェア 

 苫小牧にて木工作コーナーの運営 

9 月 3・4 日 

約 1,000 名 

札幌市下水道科学館フェスタ一部企画運営業務 

（財団法人札幌市下水道資源公社） 

 札幌市下水道科学館におけるイベント運営 

9 月 10・11 日 

約 30,000 名 

ぴかりんエコパークあそびコーナー運営 

 ウェルピアひかりイベントの遊びコーナー運営 
9 月 17 日～9月 19 日 

約 650 名 

１） 企画事業課（指導事業：自主事業・受託事業） 

―３― 



 
 

 
 

事業区分 事業名 回数・時期・参加人数等

イベント企画 

運営事業 

たまねぎフェスタ（さとらんど） 

 巨大迷路の運営 

9 月 17 日～9月 19 日 

約 800 名 

消費拡大フェア 

 中央卸売市場イベントにおける管理運営 

9 月 25 日 

約 8,000 名 

こどものまちミニさっぽろ 2011 企画運営管理業務 

 子どもの就労体験イベントに係る運営及び 

ボランティアコーディネート業務 

10 月 1・2日 

約 3,500 名 

厚別区こどもまつり 

 巨大迷路の運営 

10 月 9日 

約 1,700 名 

食の安全安心体感フェア 

 サッポロファクトリーを会場とした食に関するイ

ベントの展開 

10 月 21・22 日 

約 1,000 名 

さっぽろこどもの権利の日にかかる啓発事業 

 エルプラザにおける啓発事業 

11 月 20 日 

約 400 名 

ターフシアター2011 における工作教室運営業務 

 クリスマスにちなんだ工作会の実施 

11 月 23 日 

約 3,000 名 

さっぽろまちづくり活動博 2011 

 地下歩行空間イベント運営 

12 月 10・11 日 

約 2,300 名 

ＳＯＲＡこそだてフェスティバル 

 遊びコーナーの運営 

12 月 17 日 

約 4,000 名 

さっぽろっこスキーフェスティバル 

 ばんけいスキー場におけるスキー啓発事業 

1 月 9・10 日 

約 2,300 名 

ＺＯＯナイトキャンプ 2012 冬 

 円山動物園にてキャンプを実施 

1 月 14 日（全 3 回） 

39 名 

歩くスキー出前講座実施業務 

 青少年山の家における歩くスキー啓発事業 

1 月 25 日他（全 8回） 

528 名 

札幌コンベンションセンターキャンドル作り講座 

 キャンドル工作会の実施 

1 月 28 日 

32 名 

新さっぽろ冬まつり 2012 会場管理運営 

 実行委員会との連携により雪に関するイベントの

実施 

2 月 4・5 日 

約 3,500 名 

ＮＨＫゆきんこフェスタにおけるワークショップ 

 お手玉遊びワークショップの開催 

2 月 11・12 日 

約 500 名 

豊平おもしろスノーパーク学生企画コーディネート 

業務 

2 月 12 日 

約 1,500 名 

西区文化フェスタ 2012若者企画コーディネート業務

 若者による芸術文化イベントのコーディネート 

2 月 22 日～2月 26 日 

約 400 名 

「土曜はコトニ」実行委員会運営業務 

 西区まちづくり事業に係る実行委員会の運営 通年 

 

―４― 



 
 

 
 

事業区分 事業名 回数・時期・参加人数等

職員派遣事業 

札幌幼児保育専門学校非常勤講師派遣業務 

 幼児保育専門学校におけるレクワーク講師派遣 

4 月 18 日～10月 3 日 

（全 11回） 

374 名 

発寒幼稚園体操教室 

 在園児・未就園児の体操教室指導 

4 月 26 日～2月 29 日 

（全 12回） 

約 2,500 名 

石狩市プレーリーダー養成講座講師派遣 
6 月 7 日他（全 4回） 

20 名 

札幌第一幼稚園講師派遣（運動会補助業務） 
6 月 19 日 

約 1,800 名 

札幌市民カレッジ 

 レクリエーション講座への講師派遣 

7 月 2 日他（全 3回） 

37 名 

こどもサポーター養成講座指導業務（札幌市） 
7 月 3 日他（全 4回） 

45 名 

札幌幼児保育専門学校手話講座講師派遣業務 

10 月 3日～11月 14 日 

（全 6回） 

192 名 

≪さっぽろ雪まつり関連事業≫ 

①さっぽろ雪まつり大雪像制作に伴う職員派遣 

大雪像制作団への制作隊長派遣 

10 月～2 月 

②大通り 5丁目大雪像制作団指導業務 

大雪像制作団への技術指導・ボランティアコーディ 

ネート業務 

11 月～2 月 

主催者発表:1,703,000 名

③さっぽろ雪まつりつどーむ会場実施業務 

 つどーむ会場屋外アトラクション設計制作 
12 月～2 月 

④さっぽろ雪まつりつどーむ会場運営業務 

 つどーむ会場屋外アトラクションの運営 

2 月 5 日 

 ～2月 12 日 

主催者発表:351,000 名 

⑤さっぽろ雪まつりにおけるぴかりん体操指導事業 

つどーむ会場屋内ステージにおける体操指導 

2 月 6 日他（全 3回） 

約 3,000 名 

社会貢献事業 
Sapporo Unifes 2011 

 札幌合同大学祭実行委員会への相談業務 

10 月 15・16 日 

約 9,000 名 

人材育成事業 
MUSIC CAMP IN TAKINO 

 音楽をキーワードにキャンプを実施 

10 月 29・30 日 

18 名 

広報事業 

こども情報紙「あ･そ･ぼ」の発行 
全 5回 

各 10 万部発行 

協会内部広報（きょうかいナウ等） 

 内部の情報共有を目的とした広報誌の発行等 
月 1回 

こども基金事業 
さっぽろスマイルキッズ基金事業 

 寄付事業及び助成事業の募集・実施 

通年 

   

―５― 



 
 

 
 

 

（寄附行為第 25 条第 1～7 号に基づく事業） 

１．札幌若者支援総合センター 

事業区分 事業内容 時期・回数・参加人数等

自立支援事業 

さっぽろ若者サポートステーション事業 

 若年無業者等の相談窓口を開設。相談内容に応じて、各

種プログラムや外部専門機関を活用しながら自立へのサ

ポートを行う。市内定時制高校へのスタッフ派遣や児童会

館を利用した学習支援など継続して実施した。また、平成

23 年 7 月より中学卒業者等進路支援事業を受託し、進路

が未決定のまま義務教育を終えた児童を対象に家庭訪問

等の支援を行う。 

通年 

12,480 名 

（前年度 12,733 名） 

札幌市子ども・若者支援地域協議会（若者支援調整機関）

 内閣府のモデル事業として実施（2 年目）。市教育セン

ターや児童相談所などの公的機関やフリースクールや引

きこもり親の会などとの連携を図った。 

代表者会議（年 2回） 

実務者会議（年 6回） 

講習会（年 8回） 

 

２．札幌市アカシア若者活動センター 

事業区分 事業内容 時期・回数・参加人数等

社会参加 

促進事業 

「サタデースクールプロジェクト 2011」 

 北海道大学教育大学院生有志と若者活動センターとの

共催。一人一人に合わせたサポートの「安全で安心な育ち

の空間を創出」、「異年齢コミュニティ」づくり、そして「若

者たちの成長」の機会を得ることを目標に活動。 

通年（毎週土曜日） 

708 名 

「中学生職場体験」受け入れ（ＮＰＯとの協働事業） 

 仕事に触れ、考える機会を提供することで、多様な職業

観を醸成する一助となる事業。 

5 月 10 日 

 芦別市立芦別中 4 名 

11 月 24 日 

 札幌市立美香保中 4 名 

交流促進事業 

「Youth Cup バレーボール」 

 スポーツを通したコミュニティづくりを目的とする交

流事業。 

11 月 6日 

246 名 

 

３．札幌市ポプラ若者活動センター 

事業区分 事業内容 時期・回数・参加人数等

社会参加 

促進事業 

「お寺で座談会」 

 地域活動の実践者として白石区菊水地域で活動してい

る照願寺の住職の講話と、グループに分かれてテーマに沿

ったディスカッションを展開。 

7 月 26 日 

17 名 

交流促進事業 

「ポプラ若者活動センター閉館式典」 

 ポプラ若者活動センターの閉館に伴い記念式典を実施。

勤労青少年ホーム時代から 38 年の歴史に幕を閉じた。 

3 月 24 日 

158 名 

 

２） 企画事業課（指定管理事業：若者支援施設 5 館）

―６― 



 
 

 
 

４．札幌市豊平若者活動センター 

事業区分 事業内容 時期・回数・参加人数等

交流促進事業 

「雪と遊ぼう国際交流会」 

近隣大学の国際交流サークルと共同し実施。雪だるまを

作ったりお雑煮を食べるなど冬ならではの内容で国際交

流を行った。 

1 月 15 日 

30 名 

「若者舞台芸術祭 2012」 

演劇団体の活動が活発化している背景を受け、若者の舞

台芸術活動を周知し、ネットワークを広めるために札幌ビ

ジュアルアーツの学生と共に企画。売上の一部は東日本大

震災チャリティ事業として募金を行った。 

3 月 10 日 

168 名（出演団体 6 組） 

 

５．札幌市宮の沢若者活動センター 

事業区分 事業内容 時期・回数・参加人数等

交流促進事業 

「The 5th Music Revolution ～宮の沢若者活動センター

大会～」 

 音楽活動をしているアマチュアの全国大会の予選を兼

ねた大会をヤマハと共同で開催。 

8 月 21 日 

106 名 

社会参加 

促進事業 

「西区文化フェスタ 2012 若者企画」 

 毎年 2 月に開催されている西区の伝統的事業に、若者活

動センターによる若者企画を取り入れて、実行委員会形式

により開催。寄席、音楽ステージ、オタク文化フェスタ等、

若者実行委員会が自ら企画した内容でフェスタを実施。 

2 月 21 日～2月 26 日 

372 名 

【利用状況】                                   (人) 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ※総利用人数（前年度 219,683 名・前年度比 118.9％） 
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（寄附行為第 25 条第 1～7 号に基づく事業） 

事業区分 内容 時期・回数・参加人数等

読書活動の推進・ 

図書環境整備 

月数回の読み聞かせ活動の実施 

 読み聞かせ事業や子育てサロン、日常活動等に

おいて、読み聞かせ事業を実施。 

1,892 回 

44,782 名 

関係機関との連携強化・ 

学習支援の充実 

学習図書の設置、学習できる環境作り 

 学習に取り組みやすい空間や時間帯を設けてい

るほか、学習図書のＰＲや学習レシピを活用。 

通年 

中・高校生の利用促進 

（受託事業） 

中・高校生対象のイベントの開催等 

 イベント等を通じたＰＲ活動を展開。利用促進

や、居場所作りから主体的な活動への展開を目的

に、区合同の事業を実施。 

実施日数：10,147 日 

中学生：38,850 名 

高校生：48,775 名 

相談件数：720 件 

環境活動 

「ごみゼロ大作戦」：ラブアース・クリーンアップ

in 北海道 2011 への参加  

全館にて実施。地域と協働での取組みも多く見

られ、子どもたちの環境保全の意識を高めた。 

103 館 

3,851 名 

310 ㎏回収 

プルタブ大作戦 

 子どもたちや地域の方の協力によりリングプル

を集め、車椅子と交換し施設等に寄贈。 

3,166 ㎏回収 

6 台寄贈 

環境プラザ連携事業 

 環境問題に対する意識を高めるため、環境プラ

ザと連携し「こどもエコクラブ」等を実施。 

中の島児童会館 

あいの里ひがし児童会館

川北児童会館 等 

買い物ゲームの実施 

日常の買い物の模擬体験を通して楽しみながら

ゴミについて考える機会を持った。 

12 館 

講習会・発表会 
子どもたちの意欲や達成感を引き出すことを目

的に、誕生会、各種発表会等を実施。 

721 回 

20,612 名 

観賞会 

人形劇・演劇観賞等 

 子どもたちの情操を育む事業として、人形劇や

演劇、読み聞かせ等の事業を実施。 

1,033 回 

35,276 名 

社会奉仕活動 

清掃活動、施設訪問、防犯・防火活動等 

 地域社会の一員としての自覚を持ち、人との 

つながりの大切さを学ぶ。 

143 回 

2,740 名 

交流活動 

お泊まり会、各ブロック合同行事、老人ホーム等

施設訪問等 

同世代、世代間交流等、様々な人と関わる体験

により自分自身を高める機会を提供。 

6,347 回 

300,471 名 

季節事業・パーティー 

歳時的事業等 

豆まきやクリスマス会等の歳時的事業を通じ、

四季の移り変りや自然の風土を感じる心を育む。

1,114 回 

302,484 名 

３） こども育成課（指定管理事業：児童会館 104 館 
受託業務：ミニ児童会館 70 館） 
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事業区分 内容 時期・回数・参加人数等

野外・自然体験活動 

キャンプ事業、畑づくり、遠足等 

 自然とのふれあいを通した様々な体験の中で、

生きる知恵を育む事業を実施。 

657 回 

14,034 名 

伝統芸能活動 

伝承遊び、茶道教室等 

 日本の伝統文化に対する興味や関心を引き出

し、より良い文化を受け継いでいく心を育む。 

1,985 回 

26,655 名 

体力増進・スポーツ 

遠足事業、一輪車等 

 日常の遊びやスポーツを通して健康の増進を図

り、人との関わりを通じ社会性を身に付ける。 

2,001 回 

39,473 名 

子育てサロン事業 

子育てサロンの実施 

 「年齢別プログラムの実施」「子育ての悩み等 

への相談」「子育て講座」等、利用者の希望、要 

望を発掘し、可能なところから取り入れ実施。 

99 館 

4,244 回 

252,730 名 

相談件数：608 件 

危機管理事業 

自衛消防訓練 

 子どもたちと共に火災等に備え訓練を実施。 
＊ 

自然災害等緊急時の対応確認 

 各館ごとに一時避難場所・収容避難場所・広域

避難場所の確認を行い、意識の向上に努めた。 

＊ 

不審者訓練 

 不審者チェックリストを活用した点検を全館

で実施。地域の警察署等の協力を得て「防犯講座」

を受講し、知識や技術の習得に努めた。 

＊ 

日常活動における事故防止と予防策 

 施設管理チェックリストを活用し、施設内外の

環境整備に努めた。手指用消毒液等の設置により

感染症予防対策を行った。 

＊ 

子ども運営委員会 

子ども運営委員会 

 子どもたちの意見や要望を反映させた会館運営

を目指し、各館に子ども運営委員会を設置。 

＊ 

子ども運営委員会活動促進支援事業 

 全国児童館・児童クラブ北海道大会と同時に開

催された「あそびの日本一周どうで Show」におい

て、子ども運営委委員会メンバーがコーナー運営

を実施。遊びのレシピ集を作成した。 

＊ 

児童クラブ 

「子どもの育ち」を視点においた、保護者と共に

運営する児童クラブの方向性を探る 

 各会館で趣向を凝らした活動を実施。「クッキン

グ」「工作会」「児童クラブ員活動発表会」等、保

護者も参加しやすいプログラムを展開することに

より、親子や保護者と職員間の関わりが深くなり

良い効果を発揮している。今後は、保護者の力を

活用した保護者ティーチャー等の取組みに力を注

いでいく。 

平成 23年 4 月末日現在 

在籍数：9,408 人 

平成 24年 3 月末日現在 

在籍数：9,033 人 

―９― 



 
 

 
 

 

 

【利用状況】                                      （人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ※総利用人数（前年度 3,283,410 人・前年度比 99.78％） 

 

■児童クラブ在籍数                                    （人） 

 
 
 

※4月末日現在の在籍数の比較（前年度8,493人・前年度比110.7％） 

 

■学校からの直接来館届出数                （人） 

 
 
 
 
 

※（前年度 766 人・前年度比 84.07％） 

 

■障がい児受け入れ数                   （人） 

 

 

 

 

 

※（前年度 512 人・前年度比 105.85％） 
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（寄附行為第 25 条第 1～7 号に基づく事業） 

事業区分 事 業 内 容 回数・時期・参加人数等

【指導事業】  

野外活動事業 

たきの森のがっこう 

 小学1年から6年生までを対象とした自然体

験活動プログラム。自然の中での活動をとお

し、自然の営みや面白さに触れ、人と自然との

密接なかかわりを体験的に学ぶ機会とした。 

通年日帰り 6回、1泊 4回 

296 名 

たきの森のようちえん 

 2 歳から就学前の幼児とその保護者を対象

とした自然体験活動。豊かな自然環境の中で子

どもたちがのびのびと過ごし、自然と人との関

わりをとおして、優しさと生きる強さを育む。

通年日帰り 20回 

742 名 

大人のための自然学校 

滝野自然学園平日利用促進の一環として、シ

ルバー世代や主婦、平日休暇の方を対象とした

体験型事業を実施。大人がのびのびと自然に触

れ、感じることができるプログラムを提供。 

通年日帰り 10回 

103 名 

リトルキャンプ 

小学校低学年を対象とした2泊3日の自然体

験活動プログラム。新しい仲間との出会い・協

力・目的達成までの過程で自立心や協調性、社

会性を育む機会となる事業を実施した。 

8 月 2 期実施（2泊 3 日）

110 名 

お父さんと過ごす週末キャンプ 

小学生の児童と父親を対象とした週末宿泊

型の自然体験活動。日常的に希薄となりがちな

親子間のつながりや子どもを取り巻く生活環

境を見つめなおす機会として実施した。 

2 回（7月、1月）1泊 2日

親子 31組 64 名 

幼児の森づくりプロジェクト 

利用促進の一環として、幼児から大人までが

安全に活動できる裏山を関係団体との協力で

整備。幼児教育者や林業関係者より助言をいた

だき、環境に配慮した子どもの遊び場作りを実

践。（平成 23年度は検討委員会を実施。） 

3 月 

10 名 

その他指導事業 

自然体験活動やレクリエーション、各種指導

者の養成、リーダー養成等を目的とした企業や

団体の業務を請け負い、実技指導、講義、講演

活動をとおして、青少年の健全育成とよりよい

社会作りに寄与する。 

【平成 23年度実績】 

・さぽーとさっぽろ親子レク（市中小企業共済センター）

・自然体験活動セミナー（市教委） 

・カヌーキャンプ（ネイチャープログラムデザイン） 

・クボタＥプロジェクト（北海道クボタ） 

通年 

392 名 

４）野外活動課（指導事業：野外活動事業、自主運営施設：滝野自然学園）

―１１― 



 
 

 
 

事業区分 事 業 内 容 回数・時期・参加人数等

【自主運営施設】 

滝野自然学園 

 将来的な自然学校化を目標に、活用できるプ

ログラムの開発を積極的に実施。廃校校舎の再

利用という特色を前面に出し、環境に配慮した

形のプログラム提供と管理運営を実践した。 

通年 

106 団体 7,048 名 

合計 8,765 名 

 

【利用状況】 

■利用人数                   （人）  ■利用団体数       （団体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※（前年度比 148.6％）        ※（前年度比 132.5％） 
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（寄附行為第 25 条第 1～7 号に基づく事業） 

事業区分 事 業 内 容 回数・時期・参加人数等

青少年キャンプ事業 

トライキャンプ 

 長期自然体験学習のモデルプログラム作り

を兼ねた小学 4～6 年生を対象としたキャン

プ事業。 

8 月（4泊 5 日） 

64 名 

森もりキャンプ 

小学 1～6 年生を対象とした全学年交流型

の環境教育キャンプ。異学年間の交流と理解、

自然環境への気づきと理解を深めた。 

10 月（2 泊 3日） 

58 名 

なかよしキャンプ 

年長児と 5 年生が関わるプログラム活動を

とおし、教育現場の課題のひとつである「小

1 プロブレム」について、野外教育の視点か

ら解決に寄与できる事業を実施。 

通年 4回 

（日帰り 3回、宿泊 1 回）

76 名 

生涯学習事業 

自然観察ハイキング 

 青少年山の家植物ボランティアとの協働

で、幼児から大人までを対象とした自然観察

事業を実施。  

 

通年日帰り 4回 

194 名 

陶芸教室 

青少年山の家陶芸ボランティアとの協働 

で、小学生から大人までを対象とした陶芸体

験事業を実施。 

通年日帰り 6回 

48 名 

しめ飾り作り 

広く市民を対象とした「しめ縄飾り作り」

の体験活動をとおし、日本の伝統文化への理

解や興味関心を深める機会を提供。 

12 月（日帰り） 

21 名 

専門指導者ワークショップ 

 野外教育や環境教育の専門家を招き、学校

教員や野外教育指導者、青少年指導者等を対

象としたワークショップを実施し、施設を中

心としたネットワークの拡大を目指した。 

3 月（日帰り） 

23 名 

指導者養成事業 

利用団体の活動を支援するためのボランテ

ィアスタッフの養成事業。今年度からは札幌

市自然体験活動セミナー（市教委主催）と連

携して事業を実施。 

通年 

82 名 

ボランティアスタッフ活動／フォローアップ研修

野外、自然観察、天文、陶芸の 4 分野のボ

ランティア活動の支援や活動場所を提供。 

すでに専門的知識を有するボランティア

スタッフに対し活動の機会を提供するととも

にフォローアップ研修会を実施。 

通年（58 回） 

38 名 

５） 野外活動課（指定管理事業：青少年山の家） 
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事業区分 事 業 内 容 回数・時期・参加人数等

活動支援事業 

利用団体支援 

 担当職員を利用団体ごとに配置し、事前調

整から当日利用の指導助言までを対応した。

通年 

総団体数 508 団体 

出前授業拡大／拡大出前事業 

 宿泊学習の効果を高めるため、職員が小学

校へ出向き事前指導を行った。 

通年 

[出前] 87 校 6,614 名 

[拡大出前] 3 校 185 名 

合同下見会 

利用予定小学校の教員を対象に、事前に活

動などを体験してもらい、安全かつ円滑に宿

泊学習を実施してもらうことを目的とした。

通年 4回（日帰り） 

397 名 

活動プログラム開発および提供 

新たなプログラムとして、雪害で倒れた樹

木を活用した丸太切り等の倒木プログラムや

自然観察ガイドブックの教材開発を行った。

通年 

利用促進事業 

利用促進 

 市内幼稚園、保育園向けに冬季の利用案内

リーフレットを作成。歩くスキープログラム

を提案し次年度の市内中学校の利用を誘致。

10 月～ 

＊その他 

「ホームページ」 

「学校利用の手引」 

「一般団体用リーフレット」 

通年 

【利用状況】                                       （人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■出前事業実績／学校利用抽選会 1件(196 人)、出前授業 87件(6,614 人)、拡大出前授業 3件(185 人) 

※総利用人数（前年度 73,343 人・前年度比 97.5％） 
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（寄附行為第 25 条第 1～7 号に基づく事業） 

事業区分 事 業 内 容 回数・時期・参加人数等

利用促進事業 

（新規利用者の獲得） 

ファミリーキャンプ 2011（初心者キャンプ）

キャンプ初心者を対象に、日帰りまたは宿

泊型の野外活動プログラムを提供し、自然環

境及びキャンプの楽しさを学ぶ機会の提供を

行った。 

＊「道産素材で大人の野外料理研究会」 

「キャンプガイド＆サポート事業」 

「やさしいシルバー低山トレッキング」 

「大人のためのキャンプ研究会」 

他（全 7事業）

141 回 

1,826 名 

交流促進事業 

（施設利用者向け・ 

継続参加型） 

フルーツクッキング倶楽部 

 活動提案・交流事業の一つとして、地元特

産の食材を生かした料理を楽しみながら、交

流促進を図った。北方自然教育園や南区内の

専門学校等との連携事業として実施。 

＊「キャンプファイヤー」 

「期間限定特別プログラム」 

（樹液採取、クリスマス等） 

「親子の自然遊びタイム」 他（全 5 事業）

68 回 

4,540 名 

連携事業 

定山渓フットパス研究会 

 地域に精通する人材及びボランティアを活

用し、定山渓の自然、歴史、化石をテーマと

した周辺環境の理解を深める機会の提供を行

った。 

＊「地域連携事業」 

「公的施設等連携事業」 

（青少年科学館と連携し天文観察等を 

テーマに共同企画による事業を実施）

「野外系施設連携事業」 

 （活動協会の野外系 3 施設ボランティア

人材育成のための連携研修会を実施）

他（全 5 事業） 

通年 

224 名 

人材育成事業 

ボランティア事業 

 各種自然体験プログラムや主催事業におけ

るボランティアの人材発掘、人材力の発揮や

知識・技能向上を目的とした研究活動、プロ

グラム研修会を実施。ボランティアの相互関

係の構築や、他施設ボランティアとの人的交

流、情報交換等の機会提供を行い、主体的な

活動促進のための支援を行った。 

＊「野外ボランティア」 

「天文ボランティア」   他（全 6 事業）

235 回 

679 名 

６） 野外活動課（指定管理事業：定山渓自然の村）
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事業区分 事 業 内 容 回数・時期・参加人数等

ＰＲ事業 

自然体験プログラムの出前事業 

依頼のあった場所におもむき各種自然体験

プログラム等を実施（工作、スノーシュー体

験等）市内の小学校でも実施した。 

＊「団体利用プロモーション」 

「事業プロモーション」  他（全 5事業）

3 回 

142 名 

 

他 通年（随時） 

ガイドプログラム事業 

森の工作会 

自然素材を用いた工作活動を通して自然に

ついて知る機会を提供。 

＊「石窯料理体験会」 

「森の観察会」 

「星空観察会」      他（全 8事業）

486 回 

10,109 名 

セルフプログラム事業 

わくわくラリー 

主に年少者を対象として、動植物等に関す

ることや野外活動、自然の村に関するクイズ

ラリーの設問に答えながら村内を探検。 

＊「レッツトライアウトドア料理」 

「雪上散歩＆雪国遊び体験」 

「ドラム缶風呂体験」   他（全 9事業）

365 回 

3,496 名 

合計 21,016 名 

 

 

【利用状況】                      （件）       （人）

区     分 件数 人数 

宿泊施設の利用総数（ａ) 3,977 15,396 

コテージ 2,119 8,605 

テントハウス 770 3,699 

テントサイト 1,088 3,092 

見学者（ｂ) ― 874 

総  利  用（ａ）+（ｂ） 3,977 16,270 

※利用件数（前年度 4,239 件・前年度比 93.8％） 

※利用人数（前年度 17,475 人・前年度比 93.1％） 
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（寄附行為第 25 条第 1～7 号に基づく事業） 

事業区分 事 業 内 容 回数・時期・参加人数等

農業体験事業 

体験農場 

「自然との関わり」「仲間との共同作業」を通

して「生きる力」を育むことを目的に、市立

学校・幼稚園に各種農業体験の機会を提供。

畑：30校 2,063 名 

水田：16 校 1,009 名 

サクランボ：14 校 716 名

自然体験学習の提供 

自然ふれあい事業 

動植物の観察及び自然観察等を通じ、親子

に様々な体験の場を提供した。 

5 月～2月 

30 回 

109 家族 384 名 

自然体験事業 

 自然教育、自然体験の場を提供し、環境教育

や交流の機会とする。 

 ＊「自然体験学習会」「北方ママカフェ」  

4 月～2月 

23 回 

220 家族 711 名 

教材用生物の 

提供事業 

市立学校・幼稚園における自然教育・自然

体験学習を支援することを目的に、昆虫・生

物等の教材を各校の希望により提供した。 

稲 133 校／糸瓜 200 校 

蟋蟀 185 校／蚕 157 校 

自然体験・展示に関す

る情報収集・提供事業 

 市立学校の自然体験教育に応えられるよ

う、教育園での支援活動プログラムの作成に

着手した。 

＊ 

市民の自主的な活動 

及び交流支援事業 

施設ボランティアの養成を行うとともに、

活動場所の提供を行った。市民の自主的活動

を、ボランティアがサポートできるよう工夫。

登録人数：6 名 

自然観察、飼育栽培に

関する研修業務 

市立学校等の教職員を対象に、自然観察及

び飼育栽培に関する研修を実施した。 
＊ 

自然体験や展示に 

関する相談事業 

昆虫の飼育方法や果物等の生育方法等、各

種相談に応じた。今後はＨＰを活用し、飼育

方法等を紹介、掲示していきたい。 

月平均 20回程度 

【利用状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※利用団体（前年度 405 団体・前年度比 88.9%） ※利用人数（前年度 19,531 人・前年度比 97.5％） 

※事業参加人数（前年度 1,435 人・前年度比 73.7％） 

７） 野外活動課（指定管理事業：北方自然教育園）
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（寄附行為第 25 条第 1～7 号に基づく事業） 

■札幌市男女共同参画センター            

事業区分 事 業 内 容 回数・時期・参加人数等 

学習機会の提供、 

学習成果及び指導者

等の人材育成 

男女共同参画週間講演会 

テーマ：「ケンタロウ流おいしい生活！」 

 男女共同参画社会基本法の理念と男女共同

参画社会の実現に向けた取り組みを考えるこ

とを目的に講演会を実施。 

6 月 18 日 

320 名 

普及・啓発 

情報収集・提供 

若年層への男女共同参画啓発のための居場所

づくり事業 ～たまりんぱ～ 

 若年層の方々が男女共同参画について考え

る機会を提供。 

9 月 16 日～3月 16 日 

全 7回 9 名 

学習機会の提供、学習

成果及び指導者等の

人材育成 

就業支援機能 

「女性のためのチャレンジ支援事業」 

「地域で！おウチで！私らしい仕事の始め方」

 起業を目指す女性たちの育成と更なるネッ

トワークの広がりを目的に実施。 

8 月 25 日～9月 29 日 

全 5回 110 名 

ライフプラン講座 

「アンダー35 男子のためのコミュニケーション講座」

 若年層をターゲットとしたコミュニケーシ

ョンに関する講座を実施。 

11 月 19 日 

12 名 

女性ためのソーシャルビジネス講座 

札幌市経済局、日本政策金融公庫北海道支店

と三者の共同開催で、ソーシャルビジネスとい

う新しい働き方を広く周知し、将来の担い手を

育成していく機会として講座を実施。 

1 月 30 日～2月 27 日 

243 名 

市民活動・交流の支

援、ボランティア活動

の支援・活用 

異世代交流事業「じいじの孫育て講座」 

 子育てや孫育てに関わりが少ないと言われ

ている高齢の男性に焦点をあて、男女共同参画

について考え、地域への活動への足がかりとな

るように実施。 

3 月 6 日～14日 

12 名 

その他 

「全国女性会館協議会 地域における男女共

同参画に関する研修事業」 

 全国女性会館協議会との連携事業。研修事

業、情報事業等を実施し、女性関連施設の事業

及び管理運営の充実・発展を図ることにより、

地域に根ざしたネットワーク強化を目指す。 

12 月 8・9日 

42 名 

 

 

８） 市民参画課（指定管理事業：札幌エルプラザ公共 4 施設）
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■札幌市市民活動サポートセンター 

事業区分 事 業 内 容 回数・時期・参加人数等 

研修学習に関する 

業務 

サロン事業「市民活動サロン」 

市民活動団体間、または市民、企業、行政

などが積極的な交流や情報交換を行い団体の

相互作用とスキルアップを図る機会を提供。

5 月 26日～1月 24 日 

全 4回 145 名 

ポイント支援講座プログラム「協働企画コース」 

 市民活動団体団体と協働で事業を実施する

ことにより市民活動に対する理解と参加の促

進を図ることを目的に実施した事業。 

1 月 14 日～2月 29 日 

全 6回 134 名 

情報収集提供・相談に

関する業務 

市民活動情報誌『みんなのしみさぽ』発行 

 施設の広報と、市民活動の情報提供を行う手

段として紙媒体の情報誌を発行。 

年 3回 

各 5,000 部 

団体活動支援に 

関する業務 

活動支援環境の整備 

「活動スペースの調整と機器の配置」 

 市民活動を支援するため、パソコン機器等を

活用できる環境を整備。会議コーナー等の提供

を行った。 

利用人数 

・会議コーナー（15,115 名）

・ＰＣコーナー（5,847 名）

・打合せコーナー（25,630 名）

・印刷機（8,446 名） 

事業運営協議会 

 公募の委員を含めた協議会を組織し、主催事

業や施設の利用に関する事項を協議するとと

もにセンター運営に反映。 

6 月 24 日、12月 16 日 

17 名 

■札幌市環境プラザ 

事業区分 事 業 内 容 回数・時期・参加人数等 

普及啓発企画 

野田知佑さん講演会 

「カヌーの旅で見た世界の川 日本の川」 

 カヌーイストである野田知佑さんをお招き

し、自然環境のについての講演会を実施。 

9 月 20 日 

169 名 

環境教育・学習の推進 

教育機関への学習支援 

「北海道教育大学への支援」 

 環境教育論受講学生の演習の場としてプロ

グラムおよび会場提供を行った。 

5 月 30 日～11月 19 日 

57 名 

環境教育関連施設連携事業「親子バスツアー」

 自然と人がバランスよく暮らすライフスタ

イルについて考える機会として、札幌南区の

自然をフィールドに自然観察体験を実施。 

6 月 19 日 

9 組 20 名 

環境保全活動、 

交流の支援と推進 

「こどもエコクラブ」 

身近な環境に興味をもってもらい、こども

たち自らが考え、具体的な取り組みをしてい

くことを目的として事業を実施。 

5 月 28 日～3月 17 日 

全 20 回 14 名 

その他 

環境中間支援会議・北海道と北海道大学環境科

学院との連携 

 地域社会への貢献を目的とし、教育・研究交

流・人的、情報交流等の分野で連携を図る。 

12 月～ 
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■札幌市情報センター 

事業区分 事 業 内 容 回数・時期・参加人数等 

学習支援・啓発事業 

ブックトーク 

４分野（男女共同参画・市民活動・環境・消

費）に関連する分野で活躍する講師を迎え、 

所蔵資料に関連するトークを行い、情報センタ

ー利用の活用および新規利用者獲得を図った。

9 月 10日～3月 10 日 

全 3回 147 名 

インフォメーションリテラシー講座 

 情報の取捨選択力の重要性を伝え、市民の

情報収集力、活用能力を高めるためインフォ

メーションリテラシーの講座を実施。 

2 月 21 日 

14 名 

読書会 ビブリオバトル in 情報センター 

 発表者が順番に 5 分ずつ本の魅力をプレゼ

ンし、観戦者が一番多く「読みたくなった」

本を投票し、チャンプ本を決定。 

9 月 27 日～3月 16 日 

288 名 

読書会 本好きを増やすためのアニマシオン講座 

 絵本や図書を用いてアニマシオンの具体的

な実践を踏まえながら、本への興味関心や子

どもたちの探究心、考える力を育てる方法を

学んだ。 

1 月 13 日 

33 名 

情報活用事業 

情報活用ＩＴ事業“ＮＰＯのための” 

今日から始める facebook 講座 

ソーシャルコミュニケーションツールのひ

とつであるfacebookについて他のSNSとの違

いとその活用方法、また NPO の情報収集およ

び情報発信ツールとしての活用を学んだ。 

1 月 27 日 

17 名 

企業の社会貢献活動ＰＲの場としての 

情報センター活用事業 

モデル事業：「PURPLE RIBBON PROJECT」 

 企業の社会貢献活動PRの場としての情報セ

ンター活用事業における実践モデルとして、

女性に対する暴力をなくす運動週間に啓発展

示を行った。 

11 月 12 日～25 日 

周知人数：18,861 名 

賛同パネル参加人数：502 名

パープルリボン配布数： 

244 個
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■共通事業 

事業区分 事 業 内 容 回数・時期・参加人数等 

賑わい創出事業 

「北 8条通アマとホップのフラワーロード」

 公共４施設、地域・企業・行政などが協働

で地域の企画に参加することで、連携と公共 4

施設の工法を目的に実行委員会との協議で実

施。施設周辺花壇に植栽を行った。 

5 月 27 日  

35 名 

キャンドルナイト事業 

 キャンドルの灯りの中で、環境や自然、男

女共同参画、市民活動、消費生活などを考え

ていただくきっかけとなるような朗読やカフ

ェを実施。 

6 月 22 日 

70 名 

エルプラまつり 2011 

施設を利用する市民活動団体・一般サーク

ル団体の活動発表の場として多くの人に知っ

てもらうこと、また協力団体との協働による

相互理解を目的に実施。 

9 月 10 日 

9,360 名 

「スノー＆アイスキャンドル大作戦」 

 北国ならではの雪や氷のオブジェであるス

ノーキャンドル等の制作、点灯を通じて、市

民をはじめ多くの方々とふれあう機会とし、

また、札幌エルプラザ公共４施設の周知を図

ることを目的に実施。 

2 月 14 日～22日 

35 名 

【利用状況】                                     （人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※消費者センター施設利用、相談事業件数に関しては（社）札幌市消費者協会実施分を含む。 

※平成 23 年度総利用者数 前年度比 104.9％ （平成 22 年度 567,924 人） 

  その内、情報センター利用者数 前年度比 117.8％ （平成 22 年度 36,448 人） 
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（寄附行為第 25 条第 1～7 号に基づく事業） 

事業区分 事 業 内 容 回数・時期・参加人数等

連携支援事業 

「ＮＰＯ手作り市場」 

 市民まちづくり活動を行っている団体の活

動ＰＲ及び手作りをキーワードにした成果物

の紹介と販売を行った。 

民間施設での初めての開催となり、市民ま

ちづくり活動団体のみならず、若者総合セン

ター自立支援事業参加者がボランティアスタ

ッフとして、また豊平若者活動センターで活

動する若者団体も共同で事業を作り上げ、世

代間交流、異業種交流が実現した。 

10 月 3・4日 

150 名 

「知り SHIRI コンサート」 

 市民活動プラザ星園の開館を記念し、札幌

市芸術文化財団と共催で、入居団体間の交流

と地域の方への「市民活動プラザ星園」の周

知の一環としてバイオリンとピアノのコンサ

ートを実施。皆で音楽を聴くという体験から

会話が弾み、自主的な団体の自己紹介等へと

つながった。また、若者総合センターの自立

支援事業参加者がボランティアスタッフとし

て参加し、休憩時間等に参加団体との交流も

図られていた。 

11 月 30 日 

518 名 

地域協働事業 

「豊水地区町内会清掃」 

 入居団体と共に豊水地区第二町内会主催の

ゴミ拾い活動に参加し、地域との連携を深め

た。日中の時間ということもあり、参加者は

12 人と少数ではあったが、町内会役員とゴミ

拾いを通してゆるやかな交流が生まれた。 

10 月 7日 

12 名 

「市民活動プラザ星園 秋まつり」 

 活動スペース入居団体と共催で、施設の周

知とＰＲ、入居団体及び貸室利用団体の発表

の場及び利用者間の交流を兼ねて実施した。

子どもからお年寄りまで沢山の来場者で賑わ

った。今年度は職員主導で実施したが、今後

は実行委員方式で進めていけるように企画し

ていきたい。 

10 月 7日 

518 名 

  

【利用状況】                                   (人) 

 

 

 

９） 市民参画課（受託事業：市民活動プラザ星園）

―２２― 



 
 

 
 

 

 

（寄附行為第 25 条第 1～7 号に基づく事業） 

事業区分 事 業 内 容 回数・時期・参加人数等

人材育成事業 

（大人対象） 

初心者のための人形劇講座 

人形劇人の育成とグループ活動の推進。 

こぐま座、やまびこ座の公演活動の活性化を図る。

4 月 28日～7月 24 日 

9 月 1 日 

全 13 回 122 名 

若手人形劇団育成講座 

初心者講座を修了した若手人形劇団の人形劇活

動を支援し、人形劇人の育成を図る。 

4 月 28 日～11月 3 日 

全 20 回 135 名 

人形浄瑠璃講習会 

18 歳以上を対象とし、日本の伝統芸能である「三

人遣い」を学ぶ講習会。あしり座との共催。 

5 月 24 日～2月 24 日 

全 31 回 308 名 

東区市民劇団成果発表 

一般市民から公募し演劇ワークショップを実施。

市民劇団「オニオン座」を立ち上げ、やまびこ座プ

ロデュース公演として成果を発表。 

6 月 7 日～3 月 27日 

全 50 回 1,063 名 

やまびこ座・こぐま座プロデュース人形劇 

アマチュア人形劇団と専門のアーティストが協

働し人形劇を創造することで人形劇文化の向上、発

展を目指す。 

7 月 4 日～3 月 17日 

全 46 回 273 名 

＊その他 

「手づくり絵本講習会」 

 「義太夫講習会（一般コース）」 

 「初心者のための舞台照明講座」 

「腹話術初心者入門講座」   他（全 7 事業）

39 回 

528 名 

人材育成事業 

（子ども対象） 

やまびこ座遊劇舎 

小学 3～6 年生対象。劇あそびや表現あそびなど

を通して、舞台表現、演劇表現などを体験。 

通年 

全 32 回 954 名 

劇☆やまびこ座ＹＯＵＴＨ 

中学生・高校生を対象とし、劇づくりを通して表

現する喜びや自主性、異年齢間の交流を目的とした

演劇活動を実施。 

通年 

全 33 回 560 名 

ざ・にんぎょうじょうるりユースクラス 

中学生・高校生を対象にした人形浄瑠璃講習会。

北海道では触れることの少ない伝統芸能を体験で

きる豊かな体験の機会を提供。 

通年 

全 34 回 541 名 

こぐま座こども人形劇団 

小学 3～6 年生対象。人形劇を通して、様々な表

現活動を展開し創造力を育む。 

通年 

全 46 回 487 名 

＊その他 

 「こぐま座パペットユーススクール」 

 「こども舞台体験プログラム『ふれアート』」 

「義太夫講習会（中高生）」  他（全 5 事業）

51 回 

370 名 

10） こども劇場課 
（指定管理事業：こどもの劇場やまびこ座・こども人形劇場こぐま座）

―２３― 



 
 

 
 

事業区分 事 業 内 容 回数・時期・参加人数等

公演事業 

幼児のためのちいさな劇場 

就園前の 2歳以上を対象にした平日公演。上演時

間を短くし観劇に慣れ親しんでもらう機会とした。

16 回 

978 名 

東日本大震災チャリティー公演 

地元人形劇団などの協力を得て、チャリティー公

演を実施。入場料収入を義援金とした。 

＊「ゴールデンウィーク特別公演」 

 「東日本大震災支援北海道こども舞台フェス 

ティバル」         他（全 3 事業）

18 回 

1,335 名 

第 40 回札幌人形劇祭 

人形劇の質的向上を目指し、道内で活動している

人形劇団による、コンクール形式の連続公演。経験

豊かな審査員と観客によって審査が実施された。 

11 月 19・20 日 

2 回 374 名 

人形浄瑠璃 2011「座・競演 Vol.2」 

札幌ではなじみの少ない古典芸能の良さを広く

道民に伝えるため観劇の機会を提供。 

＊「人形浄瑠璃 2012」      （全 2事業）

5 回 

599 名 

修了公演・発表会 

 劇場が主催した講座の成果発表を行う修了公演。

＊「初心者のための人形劇講座発表会」 

「東区民劇団成果発表」 

「若手人形劇団育成講座発表会」 

「やまびこ座遊劇舎発表会」 

「ざ・にんぎょうぎょうじょうるりユースクラス発表会」

「劇☆やまびこ座 YOUTH 発表会」 

「こぐま座こども人形劇団発表会」（全 7 事業）

9 回 

1,130 名 

＊その他 

「夏休み特別公演」 

「人形劇フェスティバル 201 さっぽろ冬の祭典」

「世界の人形劇シリーズ（ロシア、スペイン）」 

「こぐま座 35 周年記念月間事業ベテラン＆若手人

形劇団夢の共演」         （全 8事業）

46 回 4,731 名 

地域連携事業 

読み語りの会 
通年 

全 38 回 1,035 名 

元町北小学校アウトリーチ事業 

子どもの表現活動を支援。インストラクターを地

域の小学校に派遣し、人形劇・演劇等の指導を行う。

6 月 7 日～12月 2日 

全 15 回 1,802 名 

やまびこ座夏まつり 

地域の町内会や子ども会等と実行委員会を組織

し、夏まつりを実施。 

8 月 6・7 日 

1 回 2,073 名 

指導育成事業「砂川人形劇創作体験プログラム」 

やまびこ座より、子どもの表現活動の指導者を砂

川市地域交流センターゆうに派遣し、団体と劇場の

協働により人材発掘や育成を図った。 

9 月 12 日～3月 17 日 

全 3回 397 名 

―２４― 



 
 

 
 

 

■こどもの劇場「やまびこ座」 

【利用状況】 

 

 

 

 

 

 

           ※利用件数（前年度 2,159 件・前年度比 104.6％） 

※利用人数（前年度 54,425 人・前年度比 102.6％） 

■こども人形劇場「こぐま座」 

【利用状況（ホール利用内訳）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※利用人数（前年度 15,451 人・前年度比 101.7％） 

事業区分 事 業 内 容 回数・時期・参加人数等

中島児童会館 

協働事業 

中島児童会館協働事業 

劇場と児童会館との協働により、2施設の特質を

活かした事業を展開する。 

＊「中島児童会館・こぐま座開館記念祭」 

「読み語り入門講座」 

「あそびの劇場《冬の陣》」 他（全 5事業） 

33 回 

1,356 名 

中島児童会館・こぐま座歴史探訪 

中島児童会館とこぐま座の歴史ある資料や物品

等の展示。 

7 月 3 日～31日 

29 日間 1,169 名 

その他事業 

いいだ人形劇フェスタ 2011 上演参加事業 

全国の人形劇団が一同に集まる国内最大級の人

形劇の祭典に「こぐま座こども人形劇団」が上演参

加し活動をＰＲした。 

8 月 5～7 日 

3 日間 18 名 

※「企画展示」 

「やまびこ座利用者懇談会」 

「こぐま座利用者説明会」 

11 回 

504 名 

―２５― 



 
 

 
 

４．契約に関する事項（契約金額１千万円以上） 

（1）指定管理事業                          単位：千円 

（2）委託事業                            単位：千円 

契 約 の 概 要（業務名） 相   手   方  契約金額 

札幌市ミニ児童会館管理運営業務 

札幌市児童会館障がい児対応充実業務 

札幌市児童会館中・高校生夜間利用等運営業務 

緊急雇用創出推進事業補助金交付要綱に基づく 

児童会館等に関する安全・安心対策業務  

さっぽろ若者サポートステーション事業 

札幌市長  上田文雄 

札幌市長  上田文雄 

札幌市長  上田文雄 

 

札幌市長  上田文雄 

厚生労働省 

840,157

77,091

86,058

48,856

22,590

 

５．こども基金（スマイルキッズ）協力者一覧 

寄付金総額 1,082,120 円 

【法人】全 4 件                【団体】全 22 件 

 

 

 

 

 

 

【個人】全 27 件 

 

 

 

 

 

 

 

 

契 約 の 概 要（業務名） 相   手   方  契約金額 

札幌市児童会館及び札幌市こども人形劇場管理業務 

札幌市こどもの劇場やまびこ座管理業務 

札幌市若者支援施設管理業務 

札幌市定山渓自然の村管理業務 

札幌エルプラザ公共４施設管理業務 

札幌市青少年山の家管理業務 

札幌市北方自然教育園管理業務 

札幌市長  上田文雄 

札幌市長  上田文雄 

札幌市教育委員会委員長山中善夫

札幌市教育委員会委員長山中善夫

札幌市長 上田文雄 

札幌市教育委員会委員長山中善夫

札幌市教育委員会委員長山中善夫

2,121,078

42,600

149,143

76,375

232,060

122,730

28,108

―２６― 



 
 

 
 

Ⅲ．事 務 報 告 

 
 1．設立年月日  ：  昭和５５年４月１日 

 

 2．寄附行為に定める目的 

   この法人は、主として札幌市の青少年女性を中心とするグループ活動の振興を図

り、もって青少年の健全育成と青少年女性の社会参加の促進を図ることを目的とする。 

 

 3．寄附行為に定める事業内容 

（1） グループ活動の指導業務 

（2） 指導者の養成及び登録派遣業務 

（3） グループ活動プログラムの企画立案についての相談業務 

（4） グループ活動に関する調査研究及び資料の発行業務 

（5） 福祉事業等に対するボランティア活動業務 

（6） 青少年女性関係諸施設の管理業務 

（7） その他前各号に揚げた業務に付帯する業務 

 

 4．所管官庁に関する事項 

   北海道教育委員会（事務局：北海道総務部 行政改革局法人団体課） 

 

 5．主たる事務所の状況 

   主たる事務所  ：札幌市西区宮の沢１条１丁目１番１０号 

 

  6．役員等に関する事項 

（1）理事会 

理事長   小 川 敏 雄  (財)札幌市青少年女性活動協会 理事長 

副理事長   細 川 昭 一  (財)札幌市生涯学習振興財団 副理事長 

理 事   忍   博 次  北海道社会福祉協議会 副会長理事 

理 事   加 藤 喜久子  北海道情報大学 教授 

理  事   佐々木 和 宏  札幌青年会議所 元理事長 

理  事   佐 藤 和 子  札幌市女性団体連絡協議会 会長 

理  事   芝 木 捷 子  札幌市私立幼稚園 連合会会長 

理  事   高 田 敏 春  札幌商工会議所 常務理事 

理  事   谷   暎 子  北星学園大学 元教授 

理  事   杉 岡 直 人  北星学園大学 教授 

監  事   石 原   聰  北海道経営者協会 事務局長 

 監  事   阿 曽 和 紀  (財)さっぽろ健康スポーツ財団 常務理事  

    [平成 24 年 3 月 31 日現在  計 12 名] 

―２７― 



 
 

 
 

 

 

平成 23 年度における理事会は、次のとおり 2 回開催した。 

開催年月日 議事事項 会議の結果

平成 23年 6 月 23 日 1 平成 22 年度事業報告 

2 平成 22 年度収支決算報告 

3 平成 23 年度収支予算の変更 

4 評議員の選出 

5 評議員選定委員の選任（変更） 

6 最初の評議員候補者の選任（変更）

1 可決 

2 可決 

3 可決 

4 可決 

5 可決 

6 可決 

平成 24 年 3 月 16 日 1 平成 23 年度収支予算変更 

2 平成 24 年度事業計画 

3 平成 24 年度収支予算 

1 可決 

2 可決 

3 可決 

 

(2) 評議員会 

評議員   瀧 上 春 男  北海道青少年育成協会 専務理事 
評議員   石 垣 寿 枝  札幌市子ども会育成連合会 常務理事 
評議員   菊 池   恒  札幌市商店街振興組合連合会 理事長 
評議員   上 田 厚 子  札幌市母子寡婦福祉連合会 会長 
評議員   川 端 美 樹  札幌市 PTA 協議会 副会長 
評議員   粥 川 道 子  北翔大学 教授 
評議員   小 林 元 治  札幌市民生委員児童委員協議会 理事 
評議員   大 木 光 恵  NPO 法人ぷろぐれっしょん 代表理事 
評議員   相 馬 宏 哉  NPO 法人ネイチャープログラムデザイン 理事長 

評議員   追 分   充  札幌市小学校長会会長 
[平成 24 年 3 月 31 日現在  計 10 名] 

 

平成 23 年度における評議員会は、次のとおり 2回開催した。 

開催年月日 議事事項 会議の結果 

平成 23年 6月 23日 1 平成 22 年度事業報告 

2 平成 22 年度収支決算報告 

3 平成 23 年度収支予算の変更  

1 可決 

2 可決 

3 可決 

平成 24年 3月 16日 1 平成 23 年度収支予算変更 

2 平成 24 年度事業計画 

3 平成 24 年度収支予算 

1 可決 

2 可決 

3 可決 

―２８― 



 
 

 
 

  7．職員に関する事項（平成 23 年度末現在） 

  平成 24 年 3 月 31 日現在における事務局組織は次のとおりである。 

 

事務局長 総務係長

企画事業部長 企画事業課長 事業係長

企画広報係長
事業担当課長

若者支援総合センター係長
青少年担当課長

若者活動センター係長（宮の沢）

若者活動センター係長（アカシア）

若者活動センター係長（豊平）
調整主幹

野外施設部長 野外活動課長 管理係長
（青少年山の家館長）

事業係長
　　　　　　 （滝野自然学園兼務）

定山渓自然の村担当課長 事業係長
（定山渓自然の村施設長）

業務係長
（北方自然教育園兼務）

こども事業部長 こども育成課長 運営係長

調整係長

児童会館担当課長 児童会館係長（中央ブロック）
（中央・豊平・南担当）

児童会館係長（豊平ブロック）

児童会館係長（南ブロック）

児童会館係長（北Ⅰブロック）

事務局次長 児童会館担当課長 児童会館係長（北Ⅱブロック）
（北・西・手稲担当）

児童会館係長（西ブロック）

児童会館係長（手稲ブロック）

児童会館係長（東ブロック）

児童会館係長（白石ブロック）

児童会館担当課長 児童会館係長（厚別ブロック）
（東・白石・厚別・清田担当）

児童会館係長（清田ブロック）

児童会館管理課長 管理係長

市民参画部長 市民参画課長 管理係長
（札幌エルプラザ

　　公共４施設館長） 事業係長

市民活動担当課長 市民活動係長

市民活動主査（環境担当）

資料担当主査

こども劇場課長 事業係長（こども劇場館長）

総務課長

―２９― 



 
 

 
 

（1） 主要な職員 

役職名 氏    名 採用年月日 担 当 職 務 

事 務 局 長 

事務局次長 

事務局次長 

こども事業部長 

市民参画部長 

総 務 課 長 

企画事業課長 

事業担当課長 

青少年担当課長 

調整主幹 
野外活動課長 

定山渓自然の村担当課長 

こども育成課長 

児童会館担当課長 

児童会館担当課長 

児童会館担当課長 

児童会館管理課長 

市民参画課長  

市民活動担当課長 

齋 藤  彰 

大 川 泰 尚 

谷 山 正 司 

寺 田 陽 子 

岩 嵜 義 純 

生 出 裕 一 

井 崎 光 男 

石 井 一 彦 

穴 澤 義 晴 

大 築    覚 

齋 藤 隆 仁 

下川原 清 貴 

五十嵐 健 二 

鈴 木 佳代子 

松 岡 節 子 

佐々木洋一郎 

志 賀 和 行 

岡 本 峰 子 

蓮 井 潤 子 

平成 22年 5月 10日 

昭和 55年 4月 1日 

平成 23年 4月 1日 
昭和 56年 11月 1日 

昭和 63年 6月 1日 

平成 3年 3月 1日 

昭和 61年 4月 1日 

平成 2年 4月 1日 

平成 2年 4月 1日 

平成 20年 4月 1日 

昭和 61年 4月 1日 

平成 2年 4月 1日 

平成 4年 3月 21日 

平成 2年 4月 1日 

平成 1年 12月 1日 

昭和 57年 4月 1日 

平成 1年 12月 1日 

平成 2 年 4月 1日 

平成 5年 4月 1日 

事務局の総括 

 

 

こども育成課・児童会館管理課業務の総括

市民参画課・こども劇場課業務の総括 

総務・財務・労務・経理等の総括 

企画事業課業務の総括 

自主事業の実施等総括等 

若者支援施設の総括 

自主事業等に関する調整 

野外活動課・滝野自然学園の総括 

定山渓自然の村の総括 

こども育成課の総括 

児童会館（中央・豊平・南担当） 

児童会館（北・西・手稲担当） 

児童会館（東・白石・厚別・清田担当） 

児童会館の管理に関する総括 

エルプラザ公共 4 施設業務の総括 

市民活動に関する調整 

 

 

（2）職員数 

職員数合計     １，０８４名   

    

〔事務局長・事務局次長〕  

札幌市ＯＢ ２名 

 

〔主任指導員〕 

職 員 数 前期末比増減 平均年齢 平均勤続年数 

男性 ６８名 １名増 ４２歳７ヵ月 １５年１ヵ月 

女性 ８４名 ２名減 ４５歳６ヵ月 １３年３ヵ月 

合計又は平均 １５２名 １名減 ４４歳２ヵ月 １４年０ヵ月 

 

 

 

事業部門の総括 

―３０― 



 
 

 
 

〔その他〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 会計に関する事項 

  公認会計士の関与の有無 

   監査契約締結（「独立監査人の監査報告書」：平成２４年５月２８日受理） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 

専門指導員 ７２名 再任用職員 ３名

指導員 ３８５名 臨時職員 １３９名

再任用職員  ５名 ﾊﾟｰﾄｽﾀｯﾌ ３０４名

ｻﾎﾟｰﾄｽﾀｯﾌ ２２名  

常勤職員数 ① ４８４名 非常勤職員数 ② ４４６名

合 計（①＋②） ９３０名

―３１― 



 
 

 
 

 


